
アセンブリの前にケーブルシールとインターフェイスシールが混ざらないようにしっかり区別してください。

※上図右側のインターフェイスシールはケーブルシールより内径が大きくなっております。

手順１

手順２手順２

ケーブルの端を平らにカットし、収縮チューブと
グリップスリーブをケーブル上に通してください。
図のように被覆に切り込みを入れます。

手順３

端側を取り外します。

7.5mm

22.5mm



手順４ 手順５

２箇所目の被覆を取り外します。 図のように芯線をむき出しにし、露出した導体
にはんだ付けしていきます。

ケーブルシールをスライドさせ、導体の上に接触させます。次に、コンタクトを導体に通してください。
コンタクトをケーブルシールに少し押し付けながら、ソルダーホールからはんだを流し込んでください。

手順６

7.5mm



末端が綻ばないようにブレードをフレア状に広げ、プラグ本体にケーブルを慎重に挿入してください。
その際、ケーブルシールを挟んだり、傷つけないように気をつけてください。
ブレードはシェルの所定位置に通し、コンタクトはインシュレーターに突き当たるようにします。

手順7

グリップスリーブを所定の位置にスライドさせて圧着します。
ブレードがグリップスリーブからはみ出さないようにしてください。

手順8

シュリンクチューブを所定の位置に置き、加熱してボディとケーブルに収縮させる。（～150℃まで）

手順9

10mm
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